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審議（検討）のポイント

➣基礎調査結果に対してどのような対応が考えられるか

➣ 基礎調査結果で行った分析の他に、さらに必要とする
分析（必要な視点）はないか
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資料の構成

１．基礎調査の概要 ・・・・・・・ P４～ ６

２．基礎調査結果 ・・・・・・・・ P７～ ３６

３．まとめ ・・・・・・・・・・・ P３７～ ３９
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１．基礎調査の概要
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（１）アンケート調査

基礎調査の概要
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（２）グループインタビュー

（３）関係団体等へのヒアリング

■基礎調査の目的

■基礎調査の内容



■アンケート調査の回答状況
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基礎調査の概要

配付対象 配付数 回収数・回収率 うちWEB回答数 親子ペアでの回答数

小学５年生
及びその保護者

４７０票
（全数）

小学生 ３８７票 回収率８２.３％
保護者 ２５７票 回収率５４.７％

小学生１２６票
保護者１８６票

２３９票

中学２年生
及びその保護者

４５６票
（全数）

中学生 ４０３票 回収率８８.４％
保護者 ２１３票 回収率４６.７％

中学生４０３票
保護者１７６票

１９１票

高校２年生世代
及びその保護者

５２５票
（全数）

高校生 １９３票 回収率３６.８％
保護者 ２１０票 回収率４０.０％

高校生１４９票
保護者１５９票

１５７票

若者（１９～３９歳）
１,５００票
（抽出）

４５７票 回収率３０.５％ ３４０票 ー

※小学生・中学生・高校生は、それぞれ保護者とペアで調査票を配付した。

※小学生・中学生は学校経由での配付。高校生・若者は郵送配付。



２．基礎調査結果
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(%)
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■困りごと・悩みの相談相手（抜粋）

いずれの年代にも、
相談できない・したく
ない子どもが一定数
いる

(%)

■国の調査結果との比較・（中学生・抜粋）

相談できない・した
くない子どもの割合
は、国の調査結果
と同程度

※R３国調査では、「相談できない」と「相談したくない」は区別されていません。



(%)
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■居場所の有無×困りごと・悩みの相談相手（中学生・抜粋）

家・学校以外に居場所の
ある子どもは、悩みを相
談できる友人のいる割合
が高い

■困りごと・悩みの相談相手の有無×意識（中学生）

(%)

相談相手のいない
子どものほうが、
全体的に自己肯定
感等が低い
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■自身がお世話をしている家族の有無 ■家族のお世話による影響

(%)

すべてがヤングケアラーとは言い切れないものの、
家事や家族の世話をしている子どもが一定数いる

進路をあきらめている
子どもはいないものの、
学業に影響の出ている
子どもがいる
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■関係団体からのコメント

・保護者が、お手伝いや兄弟の面倒を見ることが当たり前と考えている。

・ヤングケアラーが疑われる家庭は、共働き世帯やひとり親世帯も多い。親の帰宅時間が遅いこと

も多く、子どもの生活リズムが崩れ、翌日の学校生活に影響が出ている。

・野洲市は、就学援助を受けている家庭はあるが、全国平均と比べて少ないこともあって、貧困の

実態を学校が理解するきっかけが少ないかもしれない。
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■塾利用の有無×学校の授業への理解度

小学生 中学生

高校生

小・中学生では、塾利用による授業の理解度への影響がみられたが、
高校生ではみられない
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■自己肯定感（自分のことが好きか） ■自己肯定感×困りごと・悩みの相談相手（中学生・抜粋）

自己肯定感は、中学生になると減少。また自己肯定感の高低により、相談相手の有無に差がある。

(%)
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■グループインタビューのコメント

・中学生にあがって、勉強も部活もレベルが上がって、うまくいかないことが絶対に出てくる。

・小学校よりも生徒の数が多く、色んな人がいることを知る。

順位や平均が気になり、どうしても他人との比較の結果で落ちこむことが多くなる。

・スマートフォンを持ち始めるので、SNSに出てくる色んな人と自分を比べてしまう。

・思春期になり、異性を意識し始める中で、自分の容姿のことで落ちこむことがある。
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■子どもの意見を聴く大人がまわりに多いと思うか ■子どもの意見が学校の運営にいかされていると思うか

いずれも中学生になると減少。学校運営に関してはその傾向が顕著。
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■自己肯定感×
子どもの意見を聴く大人がまわりに多いと思うか（中学生）

■自己肯定感×
子どもの意見が学校の運営にいかされていると思うか（中学生）

自己肯定感の高低により、子どもの意見聴取についての実感に差がある。
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■グループインタビューのコメント

・先生にわからないことを聞きづらい雰囲気。相談もしづらい。

・先生が授業のことで忙しそう。

・学校は、アンケートはけっこうとってくれている印象。

・親に悩みを相談するとおおごとになってしまう。ただ聞いてくれるだけでいいのに。

・親に反抗してしまうから、あまり干渉してほしくない。

・意見を聴いてくれるおとなは減っていない。中学生になると悩みが難しくなるし、言いにくいものも

増える。十分な回答も期待できない。

・悩み相談のプロが学校に来たとしても、いきなり相談することはない。

どういう人か説明があれば、相談するかもしれない。

・非対面型の相談窓口があるといいかもしれない。
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■関係団体からのコメント

・教員が多忙で、「教える」「指導する」に注力してしまう傾向があり、「子どもの声を聴く」ことについて

は、今後検討していかなければならないと感じる。

・２０２２年の生徒指導提要改訂で「子どもの権利条約」が初めて掲載されたが、「どのように教育現場

で意識して子どもを支援していくのか」、「子どもの意見を聞き、自己決定を促進していくのか」という

視点を浸透させていく必要がある。
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(%)
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■家・学校（職場）以外の居場所の有無 ■どんな場所ならいたいと思うか（小学生～高校生への設問・抜粋）

年齢層が高くなるにつれ、家・学校（職場）以外の
居場所がある割合は減少

小・中学生は友だちと
の居場所、高校生は
自習室の割合が高い
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■グループインタビューのコメントⅠ

【自習できる場所】

・学校では自習も集中してできないので、静かな自習室はほしいと思う。

・先生は忙しいので、先生以外に勉強について聞けるところがほしい。塾だと気軽には行けない。

・友だちと勉強を教え合える場所が少ない。土日に友だちの家に集まるのも気をつかう。図書館は

学区から遠い。

【つどえる場所】

・学校外・地区内にカフェみたいなところがあるといい。おとながあまり干渉しない場所だといい。

・あえてカフェはいらないのではないか。教室を開放してくれればいいと思う。

・友だちと遊びに行ける場所がほしい。今は、映画やゲームセンター、ボーリングに行くために、

近江八幡や草津まで行っている。（大津は少し遠い）
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■グループインタビューのコメントⅡ

【スポーツのできる場所】

・近所にボールを使える公園がなく、部活の自主練のために遠くに行かないといけない。

今は河川敷で練習している。

・壁にボールを当てるのが禁止の公園もあり、球技のできるところがかなり限られる。

【自由にインターネットができる場所】

・みんなスマートフォンを持っているので、PCで調べものをすることは多くない。

・もし子どもの居場所が検討されるなら、安定したフリーWi-Fiがあるといいと思う。
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■野洲市が好きか
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■野洲市が好きな理由（抜粋）

(%) (%)
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■野洲市が好きでない理由（抜粋）

(%) (%)
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■回答者の経済状況

低所得層の割合（子どもの貧困率）は、全国の
調査結果（１１.５％）よりも低い

※本調査に親子ペアで回答した人のみを対象としている。

■暮らし向き（主観的な経済状況）

暮らし向きが苦しいと感じる割合は、低所得層
の割合よりも高く、中・高校生では４割を超える
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出典：厚生労働省資料
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■ひきこもりの状況

ひきこもりの該当者は一定数いるものの、既婚者
を除くと、各世代３％ほどとなっている

ひきこもりの定義
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■関係団体からのコメント

・反社会的傾向（非行・犯罪等）の子ども・若者よりも非社会的傾向（不登校・ひきこもり等）の子ども・

若者の相談が多い。

・非社会的傾向の高校生以上の子ども・若者の受け入れ可能な場所がない(少ない)ように思います

ので、高校生世代以上の居場所・学習支援を受けられる場所が必要と感じます。

・全小中学校の校内教育支援ルームの支援員を充実して、教職員の負担を減らすことが大切です。

・本人の人生を考えて、目先の登校にとらわれず、支援を考える必要がある。

・家庭の考えと学校の考えを共有し、「子どものために何ができるか」を協働でアセスメント・プランニ

ングすることが重要。
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■関係団体からのコメント

【子どもに関すること】

・生活や遊びの中で身体を使うことが少なく、身体能力の低下がみられる。

・スマホやタブレットが身近なこともあり、疑似間接的な刺激が多い環境にある子どもが多い。

・自分で考えたり、工夫して遊ぶ機会が少なく、考えて答えを導き出すということが苦手な子どもが多い

と感じる。

【保護者に関すること】

・保護者が子どもに強く言い聞かせることができない。

【地域とのかかわりに関すること】

・地域とのかかわりで、園だけではできないこともできているが、コーディネーターがいるともっと円滑に

進むと思う。

・地域の人材をうまく取り入れていきたいが、段取りや地域との連絡に時間を要するため、なかなか

取り組めていない。
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■関係団体からのコメント

・発達障がいに対応するには、学校の教員だけでは多忙でカバーできない。

・発達障がいの社会的な認知が広がり、気づく機会が増えたのはいいが、さらに早めの一歩が踏み

出せるとよい。

・診断基準や手帳の基準にあてはまらず、支援を受けたくても受けられないまま成人になってしまう

ケースがある。

・（就学前児童への対応は）園の職員のスキル向上のために、保育所等訪問支援事業の拡大が重要。

また人材育成と人材確保が重要。

・保護者同士がつながる場が少ない。

・障がい児を地域全体でサポートしていけるといいが、個人情報のことや近所づきあい、世代を越えた

付き合いなどが減少しており、家族だけが子育てを担うことになっている。

・いまだに「がんばればなんとかなる」「甘やかされている」等の考えを持つ人もいて、特別支援教育等

に賛同が得られにくいことがある。



３．まとめ
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①子どもの生活・学習実態

②子どもの意識・意見

③子どもの居場所
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④野洲市への思い

⑤子どもの貧困

⑥ひきこもり

⑦その他


